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なかなか交流ができない状況ではあったが、オリ
ンピック選手団とは、大磯町の園児や箱根町の小学
生がオンライン交流を行ったほか、パラリンピック
選手団には小田原市の小学生から応援メッセージ入
りのパネルが贈られた。

滞在先の星槎大学箱根キャンパスでは、源泉掛け
流しの温泉で疲れを癒してもらったり、着物の着付
け体験を行ったりと、日本ならではのおもてなしを
行うことで、リラックスしてもらう工夫も凝らした。
また、パラリンピック選手団の滞在中には、桜の記
念植樹にも参加してもらった。温泉のエピソードは、
パラリンピックの開会式でも紹介された。なお、ブ
ータンの選手団が宿泊した星槎大学箱根キャンパス
の温泉付きの宿泊施設は、東京2020大会の事前キ
ャンプ受入れなどを見据え、国の地域経済循環創造
事業交付金（ローカル10,000プロジェクト）を活用し、
2020年３月に新設された。この宿泊施設はパラア
スリートの合宿受入れにも対応できるよう、施設内
がすべてバリアフリー化されており、ブータンのパ
ラリンピアンからも大変好評だった。

少人数の選手団にも
きめ細かい対応で安全・安心を提供

まず７月13日からオリンピックアーチェリーチ
ーム計２人（選手１人、コーチ１人）が来日、事前キ
ャンプ誘致から携わった（一社）星槎グループの星槎
大学箱根キャンパスで事前キャンプを行った。星槎
国際高等学校のアーチェリー専攻の生徒も十分な感
染症対策を施したうえで練習に参加。オリンピック
選手と合同練習という貴重な機会に生徒たちは刺激
を受けていた。

オリンピック終了後の８月10日には、パラリンピ
ック選手団が到着した。こちらはアーチェリー選手
１人、陸上砲丸投選手２人と各競技のコーチ１人ず
つの計５人での来日となった。選手団は、同じく星
槎大学箱根キャンパスで宿泊・練習したほか、陸上
チームは小田原市の城山陸上競技場でもトレーニン
グを行った（p.24 4 ）。ブータンでは、2017年にパラ
リンピックの国内委員会が発足したばかりのため、
３人の選手はブータン初のパラリンピアンとなる。

ブータン Bhutan

桜の記念植樹を行うパラリンピック選手団

オリンピック選手団と練習する高校生

着物の着付け体験をするオリンピック選手団
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する際にプレゼントした。これらの取組は選手団か
ら大変好評で、展示したお土産はすぐになくなるほ
どだった。

地元藤沢産のフルーツを堪能してもらう機会もあ
り、パラリンピックの開会式のテレビ放送では、事
前キャンプ地が神奈川県藤沢市であることに加え、
ポルトガルの選手たちが食べたぶどうが大好評であ
ったというエピソードが紹介された。

市民との非接触交流会
選手たちは終始笑顔で…

選手30人を含む総勢69人のポルトガルパラリン
ピック選手団による事前キャンプは、県立スポーツ
センターで行われた（p.24 1 ）。

コロナ禍による大きな制約がある中で、ポルトガ
ル選手団の熱意（p.121、122参照）にこたえるために、
安全・安心に配慮し、（一社）神奈川県障がい者スポー
ツ協会などのパラスポーツの指導・普及を担う方々
に練習を見学していただく機会を作った。また、８
月17日にはスポーツ体験などを実施するサマース
クールのために県立スポーツセンターを訪れていた
小学生たちが、スポーツアリーナ２の２階から、選
手が１階でボッチャとバドミントンを練習する風景
を見学した。練習後には、２階から選手たちに向け
て、手旗など手作りの応援グッズを使って声を出さ
ない形での応援や、マイクを使っての質疑応答など
の交流も行った。

翌18日には、フェンシングフロアにて、市内の観
光地を案内するバーチャルツアーを行ったほか、児
童養護施設の子どもたちによる応援メッセージ動画
やイラストなどを紹介し、選手たちは最後まで笑顔
で楽しんだ。

県では、写真や動画とともに事前キャンプ中の様
子をツイッターで毎日発信するなど、限られた中で
はあったが、県民がポルトガルパラリンピック選手
団を身近に感じ、パラリンピックへの関心を高めて
もらえるような取組を進めていった。

また、選手たちに少しでも日本文化に触れていた
だけるよう施設内に職員などによる手作りの折り紙
を展示し、気に入ったものを自由にお土産として持
ち帰ってもらったほか、折り紙のリクエストも受け
付けた。このほか、選手の名前を漢字で筆書きした
色紙や施設職員の手作り千羽鶴などを選手村へ出発

ポルトガル Portugal

カタカナ風のアル
フ ァ ベ ッ ト で

「 P O R T U G A L 
TOKYO 2020」と
書かれているマフ
ラータオルを掲げ
る選手たち

バーチャルツア
ーを楽しむ選手
たち

【カタカナグッズ】東京2020大会では各国選手
が着ていたカタカナ入りのＴシャツが注目を浴
びた。ポルトガル選手団も背中にカタカナで

「ポルトガル」と書かれたトレーニングウェアを
着ていた。そして、マフラータオルに何やらカ
タカナが並んでいると思ったら、アルファベッ
トをカタカナ風の文字で表現し、選手の名前や
国名などが書かれていた！

【日本のお家芸は質でも世界一!?】ポルトガルの
柔道チームが、日本の畳を絶賛。特に畳がずれ
ないようにするための滑り止めがポルトガルに
はないとのことで、値段を聞いたり入手方法を
聞いたりしていた。

【セミ】ポルトガルのセミは小さいそうで、日本
のセミの大きさに驚いていた。練習会場への往
復の移動時に木で鳴いているセミを見付けて大
喜び！

【折り紙】ポルトガル選手団には小さな紙で器用
に折り鶴を作る方がいた。聞けば、ネット動画
を見てマスターしたとのこと。折り紙を通じて、
大いに話題が盛り上がった。

ポルトガル事前キャンプ
での出来事
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